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(57)【要約】
【課題】表示装置を提供する。
【解決手段】表示装置に係り、該表示装置は、それぞれ
が赤色副画素、緑色副画素、第１青色副画素及び第２青
色副画素を含む単位画素を含み、該各副画素は、第１電
極と、第１電極上に配置された有機発光層を具備した中
間層と、中間層上に配置された第２電極と、を含み、第
１青色副画素は、第１青色有機発光層を具備した第１中
間層を含み、第２青色副画素は、第２青色有機発光層を
具備した第２中間層を含み、緑色副画素は、緑色有機発
光層を具備した第３中間層を含み、赤色副画素は、赤色
有機発光層を具備した第４中間層を含み、第１中間層及
び第２中間層は、厚みが互いに異なり、第３中間層と第
４中間層との厚みが互いに異なる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが、赤色副画素、緑色副画素、第１青色副画素及び第２青色副画素を含む単位
画素を含み、
　前記赤色副画素、前記緑色副画素、前記第１青色副画素及び前記第２青色副画素それぞ
れは、
　第１電極と、
　前記第１電極上に配置された有機発光層を具備した中間層と、
　前記中間層上に配置された第２電極と、を含み、
　前記第１青色副画素は、第１青色有機発光層を具備した第１中間層を含み、前記第２青
色副画素は、第２青色有機発光層を具備した第２中間層を含み、前記緑色副画素は、緑色
有機発光層を具備した第３中間層を含み、前記赤色副画素は、赤色有機発光層を具備した
第４中間層を含み、
　前記第１中間層及び前記第２中間層は、厚みが互いに異なり、前記第３中間層と前記第
４中間層との厚みが互いに異なる表示装置。
【請求項２】
　前記第１中間層の厚みは、前記第２中間層の厚みより大きいことを特徴とする請求項１
に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１中間層は、前記第１青色有機発光層と前記第１電極との間、及び前記第１青色
有機発光層と前記第２電極との間のうち少なくとも一つに配置される第１青色補助層を含
み、
　前記第２中間層は、前記第２青色有機発光層と前記第１電極との間、及び前記第２青色
有機発光層と前記第２電極との間のうち少なくとも一つに配置される第２青色補助層を含
むことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１青色補助層の厚みと、前記第２青色補助層の厚みは、互いに異なることを特徴
とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１青色有機発光層の厚みと、前記第２青色有機発光層の厚みは、互いに同一であ
ることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１青色有機発光層の厚みと、前記第２青色有機発光層の厚みは、互いに異なるこ
とを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１青色補助層は、
　第１正孔注入層、第１正孔輸送層、第１電子注入層、第１電子輸送層及び第１機能層の
うち少なくとも１層を含むことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第２青色補助層は、
　第２正孔注入層、第２正孔輸送層、第２電子注入層、第２電子輸送層及び第２機能層の
うち少なくとも１層を含むことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１青色有機発光層の厚みと、前記第２青色有機発光層の厚みは、互いに異なるこ
とを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１青色補助層の厚みと、前記第２青色補助層の厚みは、互いに同一であることを
特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１青色有機発光層と前記第２青色有機発光層は、互いに同一物質を含むことを特
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徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１青色有機発光層と前記第２青色有機発光層は、互いに異なる物質を含むことを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第１青色有機発光層は、４６０ｎｍないし４８０ｎｍの光ルミネセンス波長範囲で
発光ピークを有する物質を含むことを特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記第２青色有機発光層は、４４０ｎｍないし４６０ｎｍの光ルミネセンス波長範囲で
発光ピークを有する物質を含むことを特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１５】
　電流が印加されれば、前記第１中間層及び前記第２中間層は、互いに異なる発光ピーク
を有する波長で発光することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記第１中間層は、４６０ｎｍないし４９０ｎｍの波長範囲で発光ピークを有する青色
で発光することを特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記第２中間層は、４６０ｎｍ以下の波長範囲で発光ピークを有する青色で発光するこ
とを特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装置に係り、さらに詳細には、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動性を基盤とする電子機器が幅広く使用されている。移動用電子機器としては、モバ
イルフォンのような小型電子機器以外にも、最近になって、タブレットＰＣ（personal c
omputer）が汎用されている。
【０００３】
　かような移動型電子機器は、多様な機能を支援するために、イメージまたは映像のよう
な視覚情報をユーザに提供するために、表示部を含む。最近、表示部を駆動するためのそ
の他部品が小型化されることにより、表示部が電子機器で占める比重が徐々に増大してお
り、平らな状態から所定の角度を有するように曲げることができる構造も開発されている
。
【０００４】
　従来の表示装置は、三種類の色を基本に具現することが一般的であるが、かような場合
、多様な条件において色を多様に具現することに困難さがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、２つの青色具現が可能な表示装置を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態は、それぞれが赤色副画素、緑色副画素、第１青色副画素及び第２
青色副画素を含む単位画素を含み、前記赤色副画素、前記緑色副画素、前記第１青色副画
素及び前記第２青色副画素それぞれは、第１電極と、前記第１電極上に配置された有機発
光層を具備した中間層と、前記中間層上に配置された第２電極と、を含み、前記第１青色
副画素は、第１青色有機発光層を具備した第１中間層を含み、前記第２青色副画素は、第
２青色有機発光層を具備した第２中間層を含み、前記緑色副画素は、緑色有機発光層を具
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備した第３中間層を含み、前記赤色副画素は、赤色有機発光層を具備した第４中間層を含
み、前記第１中間層及び前記第２中間層は、厚みが互いに異なり、前記第３中間層と前記
第４中間層との厚みが互いに異なる表示装置を開示する。
【０００７】
　本実施形態において、前記第１中間層の厚みは、前記第２中間層の厚みより厚くともよ
い。
【０００８】
　本実施形態において、前記第１中間層は、前記第１青色有機発光層と前記第１電極との
間、及び前記第１青色有機発光層と前記第２電極との間のうち少なくとも一つに配置され
る第１青色補助層を含み、前記第２中間層は、前記第２青色有機発光層と前記第１電極と
の間、及び前記第２青色有機発光層と前記第２電極との間のうち少なくとも一つに配置さ
れる第２青色補助層を含んでもよい。
【０００９】
　本実施形態において、前記第１青色補助層の厚みと、前記第２青色補助層の厚みは、互
いに異なってもよい。
【００１０】
　本実施形態において、前記第１青色有機発光層の厚みと、前記第２青色有機発光層の厚
みは、互いに同一であってもよい。
【００１１】
　本実施形態において、前記第１青色有機発光層の厚みと、前記第２青色有機発光層の厚
みは、互いに異なってもよい。
【００１２】
　本実施形態において、前記第１青色補助層は、第１正孔注入層、第１正孔輸送層、第１
電子注入層、第１電子輸送層及び第１機能層のうち少なくとも１層を含んでもよい。
【００１３】
　本実施形態において、前記第２青色補助層は、第２正孔注入層、第２正孔輸送層、第２
電子注入層、第２電子輸送層及び第２機能層のうち少なくとも１層を含んでもよい。
【００１４】
　本実施形態において、前記第１青色有機発光層の厚みと、前記第２青色有機発光層の厚
みは、互いに異なってもよい。
【００１５】
　本実施形態において、前記第１青色補助層の厚みと、前記第２青色補助層の厚みは、互
いに同一であってもよい。
【００１６】
　本実施形態において、前記第１青色有機発光層と前記第２青色有機発光層は、互いに同
一物質を含んでもよい。
【００１７】
　本実施形態において、前記第１青色有機発光層と前記第２青色有機発光層は、互いに異
なる物質を含んでもよい。
【００１８】
　本実施形態において、前記第１青色有機発光層は、４６０ｎｍないし４８０ｎｍの光ル
ミネセンス（photoluminescence）波長範囲で発光ピークを有する物質を含んでもよい。
【００１９】
　本実施形態において、前記第２青色有機発光層は、４４０ｎｍないし４６０ｎｍの光ル
ミネセンス波長範囲で発光ピークを有する物質を含んでもよい。
【００２０】
　本実施形態において、電流が印加されれば、前記第１中間層及び前記第２中間層は、互
いに異なる発光ピークを有する波長で発光することができる。
【００２１】
　本実施形態において、前記第１中間層は、４６０ｎｍないし４９０ｎｍの波長範囲で発
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光ピークを有する青色で発光することができる。
【００２２】
　本実施形態において、前記第２中間層は、４６０ｎｍ以下の波長範囲で発光ピークを有
する青色で発光することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の実施形態に係わる表示装置は、外部環境、ユーザの条件などによって互いに異
なる青色の具現が可能である。
【００２４】
　本発明の実施形態は、簡単な構造を介して互いに異なる青色具現が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置を示す平面図である。
【図２】図１に図示されたＡ－Ａ線に沿って切り取った断面図である。
【図３】図２に図示された表示装置のうち一部を詳細に示す断面図である。
【図４】図１に図示された表示装置の各副画素の中間層の第１実施形態を示す断面図であ
る。
【図５】図１に図示された表示装置の第１青色副画素及び第２青色副画素の第２実施形態
を示す断面図である。
【図６】図１に図示された表示装置の第１青色副画素及び第２青色副画素の第３実施形態
を示す断面図である。
【図７】図１に図示された表示装置の第１青色副画素及び第２青色副画素の第４実施形態
を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明は、多様な変換を加えることができ、さまざまな実施形態を有することができる
が、特定実施形態を図面に例示し、詳細な説明によって詳細に説明する。本発明の効果、
特徴、及びそれらを達成する方法は、図面と共に詳細に述べられている実施形態を参照す
れば、明確になるであろう。しかし、本発明は、以下で開示される実施形態に限定される
ものではなく、多様な形態に具現されてもよい。
【００２７】
　以下、添付された図面を参照し、本発明の実施形態について詳細に説明するが、図面を
参照して説明するとき、同一であるか、あるいは対応する構成要素は、同一図面符号を付
し、それに係わる重複説明は省略する。
【００２８】
　以下の実施形態において、第１、第２のような用語は、限定的な意味ではなく、１つの
構成要素を他の構成要素と区別する目的に使用されている。
【００２９】
　以下の実施形態において、単数の表現は、文脈上明白に異なって意味しない限り、複数
の表現を含む。
【００３０】
　以下の実施形態において、「含む」または「有する」というような用語は、明細書上に
記載された特徴または構成要素が存在するということを意味するものであり、１以上の他
の特徴または構成要素が付加される可能性をあらかじめ排除するものではない。
【００３１】
　以下の実施形態において、膜、領域、構成要素などの部分が、他の部分の上または上部
にあるとするとき、他の部分の真上にある場合だけではなく、その中間に、他の膜、領域
、構成要素などが介在されている場合も含む。
【００３２】
　図面では、説明の便宜のために、構成要素がその大きさが誇張あるいは縮小されてもい
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る。例えば、図面に示された各構成の大きさ及び厚みは、説明の便宜のために、任意に示
されており、本発明は、必ずしも図示されたところに限定されるものではない。
【００３３】
　以下の実施形態において、ｘ軸、ｙ軸及びｚ軸は、直交座標系上の３つの軸に限定され
るものではなく、それを含む広い意味に解釈される。例えば、ｘ軸、ｙ軸及びｚ軸は、互
いに直交することもあるが、互いに直交せず、互いに異なる方向を指すこともある。
【００３４】
　ある実施形態が異なって具現可能な場合、特定の工程順序は、説明される手順と異なる
ように遂行されもする。例えば、連続して説明される２工程が実質的に同時に遂行され、
説明される手順と反対の手順に進められてもよい。
【００３５】
　図１は、本発明の一実施形態による表示装置を示す平面図である。図２は、図１に図示
されたＡ－Ａ線に沿って切り取った断面図である。図３は、図２に図示された表示装置の
うち一部を詳細に示す断面図である。図４は、図１に図示された表示装置の各副画素の中
間層の第１実施形態を示す断面図である。
【００３６】
　図１ないし図４を参照すれば、表示装置１０は、第１基板１１上で、表示領域ＤＡと、
表示領域ＤＡの外郭の非表示領域と、を定義することができる。表示領域ＤＡには、発光
部Ｄが配置され、非表示領域には、電源配線（図示せず）などが配置されてもよい。また
、非表示領域には、パッド部Ｃが配置されてもよい。
【００３７】
　表示装置１０は、第１基板１１及び発光部Ｄを含んでもよい。また、表示装置１０は、
発光部Ｄの上部に形成される薄膜封止層Ｅまたは第２基板（図示せず）を含んでもよい。
このとき、前記第２基板は、一般的な表示装置に使用されるものと同一であるか、あるい
は類似しているので、詳細な説明は省略する。また、以下では、説明の便宜のために、表
示装置１０が薄膜封止層Ｅを含む場合を中心に詳細に説明する。
【００３８】
　前記発光部Ｄは、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を具備し、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
を覆うように、パッシベーション膜１７が形成され、該パッシベーション膜１７上に、有
機発光素子１８が形成されてもよい。
【００３９】
　第１基板１１は、ガラス物質を使用することができるが、必ずしもそれに限定されるも
のではなく、プラスチック材を使用することもでき、ＳＵＳ（steel use stainless）、
Ｔｉのような金属材を使用することもできる。また、第１基板１１は、ポリイミド（ＰＩ
：polyimide）を使用することができる。以下では、説明の便宜のために、第１基板１１
がガラス物質から形成される場合を中心に詳細に説明する。
【００４０】
　第１基板１１の上面には、有機化合物及び／または無機化合物からなるバッファ層１２
がさらに形成されるが、ＳｉＯｘ（ｘ≧１）、ＳｉＮｘ（ｘ≧１）から形成されてもよい
。
該バッファ層１２上に、所定のパターンに配列された活性層１３が形成された後、活性層
１３がゲート絶縁層１４によって埋め込まれる。活性層１３は、ソース領域１３ａ及びド
レイン領域１３ｃを有し、その間にチャンネル領域１３ｂをさらに含む。
【００４１】
　かような活性層１３は、多様な物質を含むように形成されてもよい。例えば、活性層１
３は、非晶質シリコンまたは結晶質シリコンのような無機半導体物質を含んでもよい。他
の例として、活性層１３は、酸化物半導体を含んでもよい。さらに他の例として、活性層
１３は、有機半導体物質を含んでもよい。ただし、以下では、説明の便宜のために、活性
層１３が非晶質シリコンから形成される場合を中心に詳細に説明する。
【００４２】
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　かような活性層１３は、バッファ層１２上に、非晶質シリコン膜を形成した後、それを
結晶化させ、多結晶質シリコン膜に形成して、該多結晶質シリコン膜をパターニングして
形成することができる。前記活性層１３は、駆動ＴＦＴ（図示せず）、スイッチングＴＦ
Ｔ（図示せず）などＴＦＴの種類によって、そのソース領域１３ａ及びドレイン領域１３
ｃが不純物によってドーピングされる。
【００４３】
　ゲート絶縁層１４の上面には、活性層１３と対応するゲート電極１５と、それを埋め込
む層間絶縁層１６と、が形成される。
【００４４】
　そして、層間絶縁層１６及びゲート絶縁層１４にコンタクトホールＨ１を形成した後、
層間絶縁層１６上に、ソース電極１７ａ及びドレイン電極１７ｂを、それぞれソース領域
１３ａ及びドレイン領域１３ｃにコンタクトさせるように形成する。
【００４５】
　かように形成された前記薄膜トランジスタの上部には、パッシベーション膜１７が形成
され、該パッシベーション膜１７上部に、有機発光素子（ＯＬＥＤ）１８の第１電極１８
ａが形成される。該第１電極１８ａは、パッシベーション膜１７に形成されたビアホール
Ｈ２によって、ＴＦＴのドレイン電極１７ｂにコンタクトされる。前記パッシベーション
膜１７は、無機物及び／または有機物、単層または２層以上に形成されるが、下部膜の屈
曲に係わりなく、上面が平坦になるように、平坦膜によって形成されもする一方、下部に
位置した膜の屈曲に沿って屈曲されるように形成されてもよい。そして、該パッシベーシ
ョン膜１７は、共振効果を達成するように、透明絶縁体によって形成されることが望まし
い。
【００４６】
　パッシベーション膜１７上に、第１電極１８ａ（または、画素電極）を形成した後には
、該第１電極１８ａ及びパッシベーション膜１７を覆うように、画素定義膜１９が有機物
及び／または無機物によって形成され、第１電極１８ａが露出されるように開口される。
【００４７】
　そして、少なくとも、前記第１電極１８ａ上に、中間層１８ｂ及び第２電極１８ｃ（ま
たは、対向電極）が形成される。
【００４８】
　第１電極１８ａは、アノード電極の機能を有し、第２電極１８ｃは、カソード電極の機
能を有するが、ただし、それら第１電極１８ａと第２電極１８ｃとの極性が反対になって
もよい。
【００４９】
　第１電極１８ａと第２電極１８ｃは、中間層１８ｂによって互いに絶縁されており、第
１電極１８ａ及び第２電極１８ｃに、それぞれ互いに異なる極性の電圧が印加されれば、
中間層１８ｂの有機発光層（organic emission layer）において発光が行われる。
【００５０】
　中間層１８ｂは、有機発光層を具備することができる。選択的な他の例として、中間層
１８ｂは、有機発光層を具備し、その外に共通層（図示せず）として、正孔注入層（hole
 injection layer）、正孔輸送層（hole transport layer）、電子輸送層（electron tra
nsport layer）及び電子注入層（electron injection layer）のうち少なくとも１層をさ
らに具備することができる。
【００５１】
　中間層１８ｂは、前述の層以外にも、有機発光層の発光を補助するために、多様な機能
層（図示せず）をさらに具備することができる。このとき、前記機能層は、前記有機発光
層の性能を向上させたり、明るさなどを向上させたり、視野角性能を向上させたりするこ
とができる。
【００５２】
　複数の副画素が集まり、１つの単位画素をなすことができる。前述のような複数の副画
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素は、多様な色の光を放出することができる。例えば、複数の副画素は、それぞれ赤色（
Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色Ｂ１，Ｂ２の光を放出する副画素を具備することができるし、
赤色、緑色、青色及び白色の光を放出する副画素を具備することができる。このとき、青
色は、２つの色によって具現されてもよい。例えば、青色は、藍青色（deep blue）Ｂ２
とスカイブルー（sky blue）Ｂ１とによって具現されてもよい。このとき、複数の副画素
は、互いに異なる青色を具現する副画素を含んでもよい。
【００５３】
　前述のような複数の副画素Ｂ１，Ｂ２，Ｒ，Ｇは、第１青色副画素Ｂ１、第２青色副画
素Ｂ２、赤色副画素Ｒ及び緑色副画素Ｇを含んでもよい。第１青色副画素Ｂ１、第２青色
副画素Ｂ２、赤色副画素Ｒ及び緑色副画素Ｇそれぞれは、第１電極１８ａ、中間層１８ｂ
及び第２電極１８ｃを含んでもよい。
【００５４】
　このとき、第１青色副画素Ｂ１、第２青色副画素Ｂ２、赤色副画素Ｒ、緑色副画素Ｇは
、互いに異なる中間層１８ｂを含んでもよい。例えば、第１青色副画素Ｂ１は、第１中間
層１８ｂ－１を含み、第２青色副画素Ｂ２は、第２中間層１８ｂ－２を含み、赤色副画素
Ｒは、第３中間層１８ｂ－３を含み、緑色副画素Ｇは、第４中間層１８ｂ－４を含んでも
よい。このとき、第１中間層１８ｂ－１及び第２中間層１８ｂ－２は、同一系列の色相を
具現することができ、第３中間層１８ｂ－３及び第４中間層１８ｂ－４は、互いに異なる
色を具現することができる。また、第３中間層１８ｂ－３及び第４中間層１８ｂ－４は、
第１中間層１８ｂ－１または第２中間層１８ｂ－２と異なる色を具現することができる。
例えば、第１中間層１８ｂ－１及び第２中間層１８ｂ－２は、それぞれスカイブルー及び
藍青色を具現することができる。このとき、第３中間層１８ｂ－３は、赤色を具現し、第
４中間層１８ｂ－４は、緑色を具現することができる。他の実施形態として、第１中間層
１８ｂ－１及び第２中間層１８ｂ－２は、それぞれスカイブルー及び藍青色を具現し、第
３中間層１８ｂ－３は、赤色を具現し、第４中間層１８ｂ－４は、黄色を具現することが
できる。以下では、説明の便宜のために、第１中間層１８ｂ－１及び第２中間層１８ｂ－
２は、それぞれスカイブルー及び藍青色を具現し、第３中間層１８ｂ－３は、赤色を具現
し、第４中間層１８ｂ－４は、緑色を具現する場合を中心に詳細に説明する。
【００５５】
　前述のような第１中間層１８ｂ－１と第２中間層１８ｂ－２は、第１電極１８ａから第
２電極１８ｃまでの厚みが異なるように形成されてもよい。例えば、第１中間層１８ｂ－
１の厚みが、第２中間層１８ｂ－２の厚みより厚く形成されてもよい。このとき、第１中
間層１８ｂ－１においては、４６０ｎｍ以上ないし４９０ｎｍ以下の波長範囲で発光ピー
クを有する青色を具現することができる。また、第２中間層１８ｂ－２は、４６０ｎｍ以
下の波長範囲で発光ピークを有する青色を具現することができる。
【００５６】
　前述のような第１中間層１８ｂ－１は、第１青色補助層１８ｂ－１ｂ及び第１青色有機
発光層１８ｂ－１ａを含んでもよい。このとき、第１青色補助層１８ｂ－１ｂは、第１正
孔注入層１８ｂ－１ｃ、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ、第１電子注入層１８ｂ－１ｉ、第
１電子輸送層１８ｂ－１ｈ及び第１機能層１８ｂ－１ｅのうち少なくとも１層を含んでも
よい。
【００５７】
　第２中間層１８ｂ－２は、第２青色補助層１８ｂ－２ｂ及び第２青色有機発光層１８ｂ
－２ａを含んでもよい。このとき、第２青色補助層１８ｂ－２ｂは、第２正孔注入層１８
ｂ－２ｃ、第２正孔輸送層１８ｂ－２ｄ、第２電子注入層１８ｂ－２ｉ、第２電子輸送層
１８ｂ－２ｈ及び第２機能層１８ｂ－２ｅのうち少なくとも１層を含んでもよい。
【００５８】
　前述のような第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａは
、同一物質から形成されてもよい（同一物質を含んでもよい）。このとき、第１青色有機
発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａは、互いに同一のドーパントを
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含んでもよい。例えば、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ
－２ａは、シアンブルードーパントまたはディープブルードーパントを含んでもよい。
【００５９】
　第１中間層１８ｂ－１と第２中間層１８ｂ－２との厚みを異ならせて形成するために、
各青色有機発光層１８ｂ－１ａ，１８ｂ－２ａの厚み、及び各青色補助層１８ｂ－１ｂ，
１８ｂ－２ｂの厚みのうち少なくとも一つを異ならせて形成することができる。このとき
、各青色有機発光層１８ｂ－１ａ，１８ｂ－２ａの厚み、及び各青色補助層１８ｂ－１ｂ
，１８ｂ－２ｂの厚みのうち少なくとも一つは、第１中間層１８ｂ－１の厚みと、第２中
間層１８ｂ－２の厚みとが互いに異なるように選択的に調節されてもよい。例えば、一実
施形態として、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａは
、互いに同一厚でもある。また、第１青色補助層１８ｂ－１ｂと第２青色補助層１８ｂ－
２ｂは、互いに異なる厚みでもある。他の実施形態として、第１青色有機発光層１８ｂ－
１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａは、互いに異なる厚みでもあり、第１青色補助
層１８ｂ－１ｂ及び第２青色補助層１８ｂ－２ｂの厚みが同一であることも可能である。
さらに他の実施形態として、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１
８ｂ－２ａの厚みは、互いに異なる厚みでありながら、第１青色補助層１８ｂ－１ｂ及び
第２青色補助層１８ｂ－２ｂの厚みも、互いに異なるように形成されることも可能である
。
【００６０】
　前述のように、第１青色補助層１８ｂ－１ｂ及び第２青色補助層１８ｂ－２ｂを互いに
異なる厚みに形成する場合、第１正孔注入層１８ｂ－１ｃ、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ
、第１電子注入層１８ｂ－１ｉ、第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ及び第１機能層１８ｂ－１
ｅのうち少なくとも１層の厚みと、第２正孔注入層１８ｂ－２ｃ、第２正孔輸送層１８ｂ
－２ｄ、第２電子注入層１８ｂ－２ｉ、第２電子輸送層１８ｂ－２ｈ及び第２機能層１８
ｂ－２ｅのうち少なくとも１層の厚みとを調節することができる。ただし、以下では、説
明の便宜のために、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ－２
ａは、互いに同一厚に形成され、第１青色補助層１８ｂ－１ｂ及び第２青色補助層１８ｂ
－２ｂの厚みを異ならせて形成する場合を中心に詳細に説明する。
【００６１】
　一方、第１機能層１８ｂ－１ｅは、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ上に配置される第１サ
ブ機能層１８ｂ－１ｆと、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ上に配置される第２サブ機能層１
８ｂ－１ｇとを含んでもよい。このとき、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆは、第２機能層１
８ｂ－２ｅと同一厚でもある。また、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆは、第２機能層１８ｂ
－２ｅ形成時のように形成されることも可能である。第２サブ機能層１８ｂ－１ｇは、第
１サブ機能層１８ｂ－１ｆと同一物質または異なる物質から形成されてもよい（同一物質
または異なる物質を含んでもよい）。
【００６２】
　前述のように、第１機能層１８ｂ－１ｅ及び第２機能層１８ｂ－２ｅが形成される場合
、第１中間層１８ｂ－１の厚みは、第２中間層１８ｂ－２の厚みより厚く形成されてもよ
い。このとき、第１中間層１８ｂ－１及び第２中間層１８ｂ－２から放出される光の波長
は、共振効果などによって互いに異なってもよい。従って、前述のように、第１機能層１
８ｂ－１ｅ及び第２機能層１８ｂ－２ｅを形成することにより、同一材料の第１青色有機
発光層１８ｂ－１ａ及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａを介して、互いに異なる波長の
光を具現することが可能である。
【００６３】
　第３中間層１８ｂ－３及び第４中間層１８ｂ－４は、第１中間層１８ｂ－１及び第２中
間層１８ｂ－２と類似して形成されてもよい。このとき、第３中間層１８ｂ－３は、緑色
有機発光層１８ｂ－３ａを具備することができ、第４中間層１８ｂ－４は、赤色有機発光
層１８ｂ－４ａを具備することができる。このとき、第３中間層１８ｂ－３は、第１中間
層１８ｂ－１と類似して、第３正孔注入層１８ｂ－３ｃ、第３正孔輸送層１８ｂ－３ｄ、
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第３電子注入層１８ｂ－３ｉ、第３電子輸送層１８ｂ－３ｈ及び第３機能層１８ｂ－３ｅ
のうち少なくとも１層をさらに含んでもよい。
【００６４】
　また、第４中間層１８ｂ－４は、第１中間層１８ｂ－１と類似して、第４正孔注入層１
８ｂ－４ｃ、第４正孔輸送層１８ｂ－４ｄ、第４電子注入層１８ｂ－４ｉ、第４電子輸送
層１８ｂ－４ｈ及び第４機能層１８ｂ－４ｅのうち少なくとも１層をさらに含んでもよい
。
【００６５】
　このとき、第３中間層１８ｂ－３と第４中間層１８ｂ－４は、互いに異なる厚みでもあ
る。例えば、第３中間層１８ｂ－３の厚みが、第４中間層１８ｂ－４の厚みより薄く形成
されてもよい。
【００６６】
　第３中間層１８ｂ－３及び第４中間層１８ｂ－４を互いに異なる厚みに形成するために
、第３中間層１８ｂ－３に含まれた少なくとも１層厚みと、第４中間層１８ｂ－４に含ま
れた少なくとも１層の厚みとを互いに異ならせて形成することができる。
【００６７】
　特に、前述のように、第３中間層１８ｂ－３及び第４中間層１８ｂ－４の厚みを互いに
異ならせて形成することにより、各副画素で最適化されたエネルギー効率で光を具現する
ことが可能である。
【００６８】
　一方、前述のような薄膜封止層Ｅは、複数の無機層を含むか、無機層及び有機層を含ん
でもよい。
【００６９】
　薄膜封止層Ｅの前記有機層は、高分子から形成され、望ましくは、ポリエチレンテレフ
タレート、ポリイミド、ポリカーボネート、エポキシ、ポリエチレン及びポリアクリレー
トのうちいずれか一つによって形成される単一膜または積層膜でもある。さらに望ましく
は、前記有機層は、ポリアクリレートから形成され、具体的には、ジアクリレート系モノ
マーと、トリアクリレート系モノマーとを含むモノマー組成物が高分子化されたものを含
んでもよい。前記モノマー組成物に、モノアクリレート系モノマーがさらに含まれてもよ
い。また、前記モノマー組成物に、２，４，６－トリメチルベンゾイルホスフィンオキシ
ド（ＴＰＯ）のような公知の光開始剤がさらに含まれてもよいが、それに限定されるもの
ではない。
【００７０】
　薄膜封止層Ｅの前記無機層は、金属酸化物または金属窒化物を含む単一膜または積層膜
でもある。具体的には、前記無機層は、ＳｉＮｘ、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２のう
ちいずれか一つを含んでもよい。
【００７１】
　薄膜封止層Ｅのうち外部に露出された最上層は、有機発光素子に対する透湿を防止する
ために、無機層から形成されてもよい。
【００７２】
　薄膜封止層Ｅは、少なくとも２層の無機層間に、少なくとも１層の有機層が挿入された
サンドイッチ構造を少なくとも一つ含んでもよい。他の例として、薄膜封止層Ｅは、少な
くとも２層の有機層間に、少なくとも１層の無機層が挿入されたサンドイッチ構造を少な
くとも一つ含んでもよい。さらに他の例として、薄膜封止層Ｅは、少なくとも２層の無機
層間に、少なくとも１層の有機層が挿入されたサンドイッチ構造、及び少なくとも２層の
有機層間に、少なくとも１層の無機層が挿入されたサンドイッチ構造を含んでもよい。
【００７３】
　薄膜封止層Ｅは、有機発光素子（ＯＬＥＤ）１８の上部から、順次に、第１無機層、第
１有機層、第２無機層を含んでもよい。
【００７４】
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　他の例として、薄膜封止層Ｅは、有機発光素子（ＯＬＥＤ）１８の上部から、順次に、
第１無機層、第１有機層、第２無機層、第２有機層、第３無機層を含んでもよい。
【００７５】
　さらに他の例として、薄膜封止層Ｅは、前記有機発光素子（ＯＬＥＤ）１８の上部から
、順次に、第１無機層、第１有機層、第２無機層、前記第２有機層、第３無機層、第３有
機層、第４無機層を含んでもよい。
【００７６】
　有機発光素子（ＯＬＥＤ）１８と第１無機層との間に、ＬｉＦを含むハロゲン化金属層
が追加して含まれてもよい。前記ハロゲン化金属層は、第１無機層をスパッタリング方式
で形成するとき、前記有機発光素子（ＯＬＥＤ）１８の損傷を防止することができる。
【００７７】
　第１有機層は、第２無機層より面積が狭くされ、前記第２有機層も、第３無機層より面
積が狭くされてもよい。
【００７８】
　従って、表示装置１０は、前述のように、青色を具現する中間層の厚みを異ならせて形
成することにより、２つの波長を有する青色を具現することが可能である。
【００７９】
　また、表示装置１０は、２つの波長を有する青色を具現することにより、ユーザの覚醒
効果、及びユーザの睡眠誘導のような効果を得ることができる。
【００８０】
　表示装置１０は、前述のように、中間層の厚みを異ならせて形成することにより、簡単
な構造を介して、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【００８１】
　図５は、図１に図示された表示装置の、第１青色副画素及び第２青色副画素の第２実施
形態を示す断面図である。
【００８２】
　図５を参照すれば、複数個の副画素は、第１青色副画素Ｂ１’、第２青色副画素Ｂ２’
、緑色副画素（図示せず）及び赤色副画素（図示せず）を含んでもよい。このとき、第１
青色副画素Ｂ１’は、第１中間層１８ｂ－１’を含み、第２青色副画素Ｂ２’は、第２中
間層１８ｂ－２’を含み、前記緑色副画素は、第３中間層（図示せず）を含み、前記赤色
副画素は、第４中間層（図示せず）を含んでもよい。このとき、前記第３中間層及び前記
第４中間層は、前述のところと同一であるか、あるいは類似しているので、詳細な説明は
省略する。
【００８３】
　第１中間層１８ｂ－１’は、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ’及び第１青色補助層１
８ｂ－１ｂ’を含んでもよい。このとき、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ’は、前述の
ところと同一であるか、あるいは類似しているので、詳細な説明は省略する。
【００８４】
　第１青色補助層１８ｂ－１ｂ’は、第１正孔注入層１８ｂ－１ｃ’、第１正孔輸送層１
８ｂ－１ｄ’、第１電子注入層１８ｂ－１ｉ’、第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ’及び第１
機能層１８ｂ－１ｅ’のうち少なくとも１層を含んでもよい。
【００８５】
　第２中間層１８ｂ－２’は、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ’及び第２青色補助層１
８ｂ－２ｂ’を含んでもよい。このとき、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ’は、前述の
ところと同一であるか、あるいは類似しているので、詳細な説明は省略する。
【００８６】
　第２青色補助層１８ｂ－２ｂ’は、第２正孔注入層１８ｂ－２ｃ’、第２正孔輸送層１
８ｂ－２ｄ’、第２電子注入層１８ｂ－２ｉ’、第２電子輸送層１８ｂ－２ｈ’及び第２
機能層１８ｂ－２ｅ’のうち少なくとも１層を含んでもよい。
【００８７】
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　前述のような第１中間層１８ｂ－１’と第２中間層１８ｂ－２’は、互いに異なる厚み
に形成されてもよい。このとき、第１中間層１８ｂ－１’と第２中間層１８ｂ－２’は、
前述のように、各中間層を構成する少なくとも１層の厚みを調節することによって具現す
ることができる。ただし、以下では、説明の便宜のために、第１機能層１８ｂ－１ｅ’の
厚みと、第２機能層１８ｂ－２ｅ’の厚みとを互いに異ならせて形成することにより、第
１中間層１８ｂ－１’の厚みと、第２中間層１８ｂ－２’の厚みとを異ならせて形成する
場合を中心に詳細に説明する。
【００８８】
　第１機能層１８ｂ－１ｅ’は、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ’及び第２サブ機能層１８
ｂ－１ｇ’を含んでもよい。また、第２機能層１８ｂ－２ｅ’は、第３サブ機能層１８ｂ
－２ｆ’及び第４サブ機能層１８ｂ－２ｇ’を含んでもよい。このとき、第１サブ機能層
１８ｂ－１ｆ’と第３サブ機能層１８ｂ－２ｆ’は、互いに同一に形成されてもよい。特
に、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ’及び第３サブ機能層１８ｂ－２ｆ’は、互いに同一工
程で同一厚に形成されてもよい。
【００８９】
　第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ’の厚みと、第４サブ機能層１８ｂ－２ｇ’の厚みは、互
いに異なるように形成されてもよい。このとき、第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ’の厚みは
、第４サブ機能層１８ｂ－２ｇ’の厚みより厚く形成されてもよい。
【００９０】
　従って、表示装置（図示せず）は、前述のように、青色を具現する中間層の厚みを異な
らせて形成することにより、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【００９１】
　また、前記表示装置は、２つの波長を有する青色を具現することにより、ユーザの覚醒
効果、及びユーザの睡眠誘導のような効果を得ることができる。
【００９２】
　前記表示装置は、前述のように、中間層の厚みを異ならせて形成することにより、簡単
な構造を介して、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【００９３】
　図６は、図１に図示された表示装置の各中間層の第３実施形態を示す断面図である。
【００９４】
　図６を参照すれば、複数個の副画素は、第１青色副画素Ｂ１”、第２青色副画素Ｂ２”
、緑色副画素（図示せず）及び赤色副画素（図示せず）を含んでもよい。このとき、第１
青色副画素Ｂ１”は、第１中間層１８ｂ－１”を含み、第２青色副画素Ｂ２”は、第２中
間層１８ｂ－２”を含み、前記緑色副画素は、第３中間層（図示せず）を含み、前記赤色
副画素は、第４中間層（図示せず）を含んでもよい。このとき、前記第３中間層及び前記
第４中間層は、前述のところと同一であるか、あるいは類似しているので、詳細な説明は
省略する。
【００９５】
　第１中間層１８ｂ－１”は、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”及び第１青色補助層１
８ｂ－１ｂ”を含んでもよい。このとき、第１青色補助層１８ｂ－１ｂ”は、第１正孔注
入層１８ｂ－１ｃ”、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ”、第１電子注入層１８ｂ－１ｉ”、
第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ”及び第１機能層１８ｂ－１ｅ”のうち少なくとも１層を含
んでもよい。
【００９６】
　第２中間層１８ｂ－２”は、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”及び第２青色補助層１
８ｂ－２ｂ”を含んでもよい。このとき、第２青色補助層１８ｂ－２ｂ”は、第２正孔注
入層１８ｂ－２ｃ”、第２正孔輸送層１８ｂ－２ｄ”、第２電子注入層１８ｂ－２ｉ”、
第２電子輸送層１８ｂ－２ｈ”及び第２機能層１８ｂ－２ｅ”のうち少なくとも１層を含
んでもよい。
【００９７】
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　第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”は、互いに
異なる物質から形成されてもよい（互いに異なる物質を含んでもよい）。例えば、第１青
色有機発光層１８ｂ－１ａ”は、４６０ｎｍないし４８０ｎｍの光ルミネセンス（photol
uminescence）波長範囲で発光ピークを有する物質を含んでもよい。一方、第２青色有機
発光層１８ｂ－２ａ”は、４４０ｎｍないし４６０ｎｍの光ルミネセンス波長範囲で発光
ピークを有する物質を含んでもよい。
【００９８】
　具体的には、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”は、スカイブルードーパントを含んで
もよい。このとき、前記スカイブルードーパントは、ジスチリルアミン系青色ドーパント
｛di(styryl)-amine-based blue dopant｝であるｐ－ビス（ｐ－Ｎ，Ｎ－ジフェニル－ア
ミノスチリル）ベンゼン（ＤＳＡ－Ｐｈ）、フェニルシクロペンタジエンなどを挙げるこ
とができる。
【００９９】
　第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”は、ディープブルードーパントを含んでもよい。こ
のとき、前記ディープブルードーパントは、４’－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノスチリル－
トリフェニル（ＤＰＡ－ＴＰ）、２，５，２’，５’－テトラスチリル－ビフェニル（Ｔ
ＳＢ）またはアントラセン系誘導体などを挙げることができる。
【０１００】
　このとき、前述のような第１中間層１８ｂ－１”及び第２中間層１８ｂ－２”は、厚み
が異なるように形成されてもよい。例えば、第１中間層１８ｂ－１”の厚みが第２中間層
１８ｂ－２”の厚みより厚く形成されてもよい。このとき、各中間層の厚みは、各中間層
が配置される第１電極１８ａ上面と、第２電極１８ｃ下面との距離でもある。
【０１０１】
　第１中間層１８ｂ－１”の厚みと、第２中間層１８ｂ－２”の厚みとを異ならせて形成
するために、各中間層を形成する複数層のうち少なくとも１層の厚みを調節することがで
きる。例えば、第１中間層１８ｂ－１”の厚みと、第２中間層１８ｂ－２”の厚みとを異
ならせて形成するために、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”の厚み、第１正孔注入層１
８ｂ－１ｃ”の厚み、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ”の厚み、第１電子注入層１８ｂ－１
ｉ”の厚み、第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ”の厚み、及び第１機能層１８ｂ－１ｅ”の厚
みのうち少なくとも一つを調節することができる。このとき、調節する方法は、第１青色
有機発光層１８ｂ－１ａ”、第１正孔注入層１８ｂ－１ｃ”、第１正孔輸送層１８ｂ－１
ｄ”、第１電子注入層１８ｂ－１ｉ”、第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ”及び第１機能層１
８ｂ－１ｅ”を、蒸着を介して形成するとき、蒸着時間、及び蒸着源の速度のうち少なく
とも一つを制御する方法でもある。また、第１中間層１８ｂ－１”の厚みと、第２中間層
１８ｂ－２”の厚みとを異ならせて形成するために、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”
の厚み、第２正孔注入層１８ｂ－２ｃ”の厚み、第２正孔輸送層１８ｂ－２ｄ”の厚み、
第２電子注入層１８ｂ－２ｉ”の厚み、第２電子輸送層１８ｂ－２ｈ”の厚み、及び第２
機能層１８ｂ－２ｅ”の厚みのうち少なくとも一つを調節することができる。このとき、
第２中間層１８ｂ－２”の厚みを調節する方法は、前述の第１中間層１８ｂ－１”の厚み
を調節する方法と同一であるか、あるいは類似している。
【０１０２】
　以下では、説明の便宜のために、第１中間層１８ｂ－１”の厚みと、第２中間層１８ｂ
－２”の厚みとを異ならせて形成するために、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”の厚み
と、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”の厚みとを異ならせて形成する場合を中心に詳細
に説明する。このとき、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”と、第２青色有機発光層１８
ｂ－２ａ”は、互いに異なる物質から形成されてもよい（互いに異なる物質を含んでもよ
い）。
【０１０３】
　第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”の厚みと、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”の厚
みは、互いに異なるように形成されてもよい。具体的には、第１青色有機発光層１８ｂ－
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１ａ”の厚みは、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”の厚みより厚く形成されてもよい。
【０１０４】
　このとき、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”と、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ”
は、互いに異なる物質から形成されることにより（互いに異なる物質を含むことにより）
、明確に区別される青色をそれぞれ具現することができる。
【０１０５】
　前述のような場合、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”及び第２青色有機発光層１８ｂ
－２ａ”は、同時に発光するか、あるいは第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ”及び第２青
色有機発光層１８ｂ－２ａ”は、それぞれ選択的に発光することにより、ユーザに対して
、多様な形態の青色具現も可能である。
【０１０６】
　従って、表示装置（図示せず）は、前述のように、青色を具現する中間層の厚みを異な
らせて形成することにより、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【０１０７】
　また、前記表示装置は、２つの波長を有する青色を具現することにより、ユーザの覚醒
効果、及びユーザの睡眠誘導のような効果を得ることができる。
【０１０８】
　前記表示装置は、前述のように、中間層の厚みを異ならせて形成することにより、簡単
な構造を介して、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【０１０９】
　図７は、図１に図示された表示装置の各中間層の第４実施形態を示す断面図である。
【０１１０】
　図７を参照すれば、複数個の副画素は、第１青色副画素Ｂ１'''、第２青色副画素Ｂ２'
''、緑色副画素（図示せず）及び赤色副画素（図示せず）を含んでもよい。このとき、第
１青色副画素Ｂ１'''は、第１中間層１８ｂ－１'''を含み、第２青色副画素Ｂ２'''は、
第２中間層１８ｂ－２'''を含み、前記緑色副画素は、第３中間層（図示せず）を含み、
前記赤色副画素は、第４中間層（図示せず）を含んでもよい。このとき、前記第３中間層
及び前記第４中間層は、前述のところと同一であるか、あるいは類似しているので、詳細
な説明は省略する。
【０１１１】
　第１中間層１８ｂ－１'''は、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ'''及び第１青色補助層
１８ｂ－１ｂ'''を含んでもよい。このとき、第１青色補助層１８ｂ－１ｂ'''は、第１正
孔注入層１８ｂ－１ｃ'''、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ'''、第１電子注入層１８ｂ－１
ｉ'''、第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ'''及び第１機能層１８ｂ－１ｅ'''のうち少なくと
も１層を含んでもよい。
【０１１２】
　第２中間層１８ｂ－２'''は、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ'''及び第２青色補助層
１８ｂ－２ｂ'''を含んでもよい。このとき、第２青色補助層１８ｂ－２ｂ'''は、第２正
孔注入層１８ｂ－２ｃ'''、第２正孔輸送層１８ｂ－２ｄ'''、第２電子注入層１８ｂ－２
ｉ'''、第２電子輸送層１８ｂ－２ｈ'''及び第２機能層１８ｂ－２ｅ'''のうち少なくと
も１層を含んでもよい。
【０１１３】
　前述のような第１中間層１８ｂ－１'''と第２中間層１８ｂ－２'''は、互いに異なる厚
みに形成されてもよい。このとき、第１中間層１８ｂ－１'''の厚みと、第２中間層１８
ｂ－２'''の厚みとを異ならせて形成するために、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ'''の
厚み、第１正孔注入層１８ｂ－１ｃ'''の厚み、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ'''の厚み、
第１電子注入層１８ｂ－１ｉ'''の厚み、第１電子輸送層１８ｂ－１ｈ'''の厚み、及び第
１機能層１８ｂ－１ｅ'''の厚みのうち少なくとも一つを調節することができる。また、
第１中間層１８ｂ－１'''の厚みと、第２中間層１８ｂ－２'''の厚みとを異ならせて形成
するために、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ'''の厚み、第２正孔注入層１８ｂ－２ｃ'
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''の厚み、第２正孔輸送層１８ｂ－２ｄ'''の厚み、第２電子注入層１８ｂ－２ｉ'''の厚
み、第２電子輸送層１８ｂ－２ｈ'''の厚み、及び第２機能層１８ｂ－２ｅ'''の厚みのう
ち少なくとも一つを調節することができる。以下では、説明の便宜のために、第１青色有
機発光層１８ｂ－１ａ'''の厚みと、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ'''の厚みとが互い
に異なり、第１機能層１８ｂ－１ｅ'''と、第２機能層１８ｂ－２ｅ'''の厚みとが互いに
異なる場合を中心に詳細に説明する。
【０１１４】
　前述のような第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ'''と、第２青色有機発光層１８ｂ－２
ａ'''は、互いに異なる物質をそれぞれ含んでもよい。このとき、第１青色有機発光層１
８ｂ－１ａ'''及び第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ'''の物質は、前述のところと同一で
あるか、あるいは類似しているので、詳細な説明は省略する。
【０１１５】
　第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ'''の厚みと、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ'''の
厚みは、異なるように形成されてもよい。具体的には、第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ
'''の厚みは、第２青色有機発光層１８ｂ－２ａ'''の厚みより厚く形成されてもよい。
【０１１６】
　第１機能層１８ｂ－１ｅ'''は、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''及び第２サブ機能層１
８ｂ－１ｇ'''を含んでもよい。このとき、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''は、第２サブ
機能層１８ｂ－１ｇ'''と、第１正孔輸送層１８ｂ－１ｄ'''との間に配置されてもよい。
また、第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ'''は、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''と、第１青色
有機発光層１８ｂ－１ａ'''との間に配置されてもよい。
【０１１７】
　前述のような第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''と、第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ'''は、
第１青色有機発光層１８ｂ－１ａ'''の発光効率を上昇させたり、発光を補助したりする
役割りを行うことができる。
【０１１８】
　前述のような第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''及び第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ'''は、
１層の連結された層によって形成されてもよい。このとき、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ
'''及び第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ'''は、互いに同一物質から形成されてもよい（互い
に同一物質を含んでもよい）。他の実施形態として、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''及
び第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ'''は、互いに異なる層によって形成されることも可能で
ある。このとき、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''及び第２サブ機能層１８ｂ－１ｇ'''は
、互いに異なる物質から形成されることも可能である（互いに異なる物質を含むことも可
能である）。
【０１１９】
　ただし、以下では、説明の便宜のために、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''と第２サブ
機能層１８ｂ－１ｇ'''は、互いに異なる物質から形成され（互いに異なる物質を含み）
、互いに異なる層を形成する場合を中心に詳細に説明する。
【０１２０】
　第２機能層１８ｂ－２ｅ'''は、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''と同一厚に形成されて
もよい。このとき、第２機能層１８ｂ－２ｅ'''は、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''が形
成される場合、同時に形成されてもよい。特に、前述のような場合、第２機能層１８ｂ－
２ｅ'''と、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''は、互いに同一物質から形成されてもよい（
互いに同一物質を含んでもよい）。他の実施形態として、第２機能層１８ｂ－２ｅ'''と
、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''は、互いに異なる物質から形成されることも可能であ
る（互いに異なる物質を含むことも可能である）。このとき、第２機能層１８ｂ－２ｅ''
'と、第１サブ機能層１８ｂ－１ｆ'''は、互いに異なる工程によって積層されてもよい。
【０１２１】
　前述のように、第１中間層１８ｂ－１'''及び第２中間層１８ｂ－２'''を形成する場合
、第１中間層１８ｂ－１'''及び第２中間層１８ｂ－２'''は、互いに異なる波長範囲を有
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上ないし４９０ｎｍ以下の波長範囲で発光ピークを有する青色を具現することができる。
また、第２中間層１８ｂ－２'''は、４６０ｎｍ以下の波長範囲で発光ピークを有する青
色を具現することができる。
【０１２２】
　前述のような第１中間層１８ｂ－１'''及び第２中間層１８ｂ－２'''は、外部の信号に
より、選択的に電流が印加されてもよい。特に、第１中間層１８ｂ－１'''及び第２中間
層１８ｂ－２'''は、同時、またはいずれか一つだけ発光するように制御されてもよい。
【０１２３】
　従って、表示装置（図示せず）は、前述のように、青色を具現する中間層の厚みを異な
らせて形成することにより、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【０１２４】
　また、前記表示装置は、２つの波長を有する青色を具現することにより、ユーザの覚醒
効果、及びユーザの睡眠誘導のような効果を得ることができる。
【０１２５】
　前記表示装置は、前述のように、中間層の厚みを異ならせて形成することにより、簡単
な構造を介して、２つの波長を有する青色の具現が可能である。
【０１２６】
　このように、本発明は、図面に図示された一実施形態を参照にして説明したが、それら
は例示的なものに過ぎず、当該分野において当業者であるならば、それらから多様な変形
、及び実施形態の変形が可能であるという点を理解するであろう。従って、本発明の真の
技術的保護範囲は、特許請求の範囲の技術的思想によって定められるものである。
【産業上の利用可能性】
【０１２７】
　本発明の表示装置は、例えば、ディスプレイ関連の技術分野に効果的に適用可能である
。
【符号の説明】
【０１２８】
　１０　　　　表示装置
　１１　　　　第１基板
　１２　　　　バッファ層
　１３　　　　活性層
　１４　　　　ゲート絶縁層
　１５　　　　ゲート電極
　１６　　　　層間絶縁層
　１７　　　　パッシベーション膜
　１７ｂ　　　　ドレイン電極
　１７ａ　　　　ソース電極
　１８　　　　有機発光素子
　１８ａ　　　　第１電極
　１８ｂ　　　　中間層
　１８ｂ－１，１８ｂ－１’，１８ｂ－１”，１８ｂ－１'''　　　　第１中間層
　１８ｂ－２，１８ｂ－２’，１８ｂ－２”，１８ｂ－２'''　　　　第２中間層
　１８ｃ　　　　第２電極
　１９　　　　画素定義膜
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